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【注】　令和元年の数値に平成31年のものを含む（以下同じ）。
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（１） 地域別  （２） 当事者別 （３） 主な事故類型別
　

    ～　西三河・高速で増加　～ ～ 四輪車が増加　～ ～ 車両単独・正面衝突が増加 ～
　

【注】　自転車死者のうち、ヘルメット非着用25人（100.0%) 　

                         うち、負傷主部位：頭部21人(84.0%)

（４） 年齢層別 （５） 時間帯別 （６） 道路形状別

～　高齢者が多発　～ ～　夕方・中夜が増加　～ ～　単路が増加　～

　

（７） 法令違反別（第１原因）  （８） 飲酒運転事故発生状況 （９） シートベルト着用状況

～　原付以上の信号無視が増加　～ ～　飲酒運転死亡事故は１３件 ～　５０人中２７人が非着用　～

昨年同期と同件数　～
　

【注】　対象：原付以上の第１当事者
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